
平成１３年度当初予算 基本事務事業目的評価表

［基本事務事業名］ 多様な文化創造の環境づくり（２０１）
［評価年月日］ 平成１２年１１月１３日
［主担当部課名］ 生活部文化課
［記入課名・課長名］ 文化課・吉川新・059-224-2496

１ 総合計画の政策体系上の位置づけ
政策 ： Ⅰ（ －３）文化・スポーツの振興
施策 ：（１）人と地域を支える文化の振興
総合計画の目標項目 ：県民文化祭の参加者数・文化振興基金による助成件数・市町村ｲﾍﾞﾝﾄ支援事業

日常的な文化活動のための施設開放（学校を中心とした施設開放）
波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策 ：三重歴史街道構想の推進

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来） （再掲）
物質的な充実から豊かな心の充実へとの意識の変化
経済不況による県税収入低下に伴う財源不足
週休２日制等による余暇時間の増大
自己実現を求めるボランティア活動

３ 基本事務事業の目的と成果
3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）
県民の文化活動の場、相互交流の機会がふえ、自主的文化活動が展開される。

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）
多様な文化創造度

文化活動の参加者数
県人口

（代）県民文化祭への参加度
＊ 県民文化祭参加者数

県人口

①変更した場合の成果指標名・成果指標式

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）
文化活動の参加者数は各種文化事業を行う者や観る者をも含んだ数であるが、把握が困難なものであ
り、代替指標として県民文化祭への参加度を採用した。

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）
住民の文化に対する関心が高まり文化活動を親しむ人（演じる人・支える人・見る人）が増え、それ
とともに地域の活性化・文化の質的向上が図られる。
県民文化祭の参加数 ２０万人

４ 基本事務事業の評価
4-(1) 前年度（H1１年度）における基本事務事業の結果評価
①前年度に行った内容と成果
第５回県民文化祭を１１市１８町村で実施し、参加者 名であった。170,619
文化振興基金による文化団体への助成は、申し込み件数５２件のうち２３件助成を行った。
市町村イベント補助金は、みえ歴史街道フェスタを県が実施したことに伴い支援件数が 件と大き72
く伸びた。
顕彰事業では、個人１７人、団体６団体が対象となった。
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②前年度に残った課題
県民文化祭の実施状況が官主導の傾向があり、地域と一体となった事業内容とする必要がある。
文化振興基金の果実収入の減少。

4-(2)本年度(１２年度)における基本事務事業の見込み評価
①本年度行っている内容と本年度終了時に見込まれる成果
・平成１１年度に県民文化祭の実施方法等について検討委員会を設置し検討した結果、三重県文化団
体連合会が運営母体となり、演じる側、観る側、支える側が三者一体となって企画運営にあたり、よ
り一層の県民総ぐるみの県民文化祭とすることを決定した。平成１２年度に入り検討趣旨に添った具
体的な企画運営に取りかかり、文化団体連合会に総務委員会、事業委員会、振興委員会を設置し、県
民文化祭を実施するうえでの各業務を担当し企画運営を行うこととした。
・見込まれる成果としては、文化団体連合会を中心にした民主導の自主的な県民文化祭の開催が可能
となる。
・市町村イベント補助金について、メモリアルイベント・民間団体支援助成制度など、 件の支援32
を実施した。
・文化振興基金活用事業は選定方法の見直しを行い、申請条件の明確化により、制度の透明性を図っ
た。
・顕彰制度の見直しを行い、新年度から新しい文化顕彰制度により実施することとする。
②本年度残ると思われる課題
・文化団体連合会を組織する各文化団体により、県民文化祭への取り組みに格差があり、文化団体の
平均した関与が求められる。

・文化振興基金への申請件数の増加に伴い、財源不足の中で基金造成のＰＲなど対応を検討する必要
がある。
・地域住民、文化団体、行政が協働で事業の展開を図るとともに、協賛事業もよりいっそう増やす。
・県民文化祭に参加する文化団体のリーダーを対象に講習会・事例研究会等を開催できるように指導
する。

５ 基本事務事業の改革方向
・文化振興基金の財源不足対応。
・県民文化祭の実施を文化団体主導で行い、地域とともに実施する。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 総合計画 予算額等 必要概算（千円）

目 標 実 績 目標数値 所要時間 コスト（時間） （千円）

前々年度 98/1,858 100/1,858 388,717
(H10年度) 0.053 0.054 98,000 8,500 424,247

前年度 104/1,858 170/1,858 362,982
(H11年度) 0.056 0.091 98,000 7,200 393,078

本年度 110/1,858 202,104
(H12年度) 0.059 0.059 104,000 8,000 235,624

本年度補正後 +10,021
(H12年度) 0.059 0.059 104,000 0 +10,021

翌年度 212,896
(H13年度) 0.061 114,000 8,000 246,416

計画目標年次
(H１３年度) 0.061 114,000
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８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細
※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名 １３年度 予算額 １３年度 所要時間
（担当課） 成果指標名 事務事業の概要 予算額 前年度比 所要時間 前年度比

（千円） （±千円） （時間） （±時間）

文化振興基金総合活用 基金助成制度認知度 文化振興基金の運用益を活用して文化振興に資する活用事業 －6,057 562 200 0
事業費（文化課） 基金助成制度採択率 の実施

市町村イベント支援事 補助市町村比率 住民活力を活かし、地域資源に基づくイベントの開催による 70,000 0 500 0
業補助金（文化課） 人材育成と特色ある個性豊かなまちづくりへの支援

文化団体育成事業費 連合会加盟率 みえ県民文化祭の支援支援参加部門の調整等の事業、文化の －11,976 350 200 0
（文化課） 普及啓発を民間サイドから支援する。

みえ県民文化祭推進事 県民参加率 子どもから高齢者までが様々な文化活動の成果を演じ交流す －92,476 6,942 6,000 0
業費（文化課） ることにより、文化の香り高い県づくりを進める。

三重県文化振興基金積 内部管理事務 三重県文化振興基金の運用益を活用して、文化振興に資する 27,360 17,598 50 0
立金（文化課） 「三重県文化振興基金活用事業」を実施する 」。

まつり博記念地域活性 内部管理事務 「まつり博」の成果を県内全域に活かしていくよう、基金を 2,527 1,802 50 0
化基金積立金 文化課 設立し 「市町村イベント支援事業」等を実施する。（ ） 、

文化関係顕彰事業費 文 受賞者数 文化向上に寄与する個人、団体に賞を贈り今後の活躍を奨 －（ 2,500 743 1,000 0
化課） 励する。


